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超⾼齢社会における⽇本において、加齢に伴う筋量・筋⼒の低下
(サルコペニア)は健康寿命延伸を阻む⼤きな要因となっている。
⾻格筋は運動機能と代謝機能を併せ持つ組織であり、肝臓や脂
肪といった他の代謝臓器と密接に連携しながら全⾝性代謝を制
御している。しかし加齢に伴う⾻格筋機能の低下が、他の代謝
臓器にどのような影響を与え、健康寿命低下に繋がっているか
は明らかになっていない。
本研究課題では加齢性疾患に深く関わることが明らかになってい
るニコチンアミドアデニンジヌクレオチド(NAD+)代謝に着⽬し、
⽼齢個体における⾻格筋NAD+代謝の低下が、⾻格筋機能への影
響に加え、肝臓・脂肪も含めた他の代謝臓器に与える影響につい
て焦点を当てている(22-30)。特にNAD+維持に必須なNAD+ 
salvage経路の律速酵素Namptに着⽬し、⾻格筋Namptの解析を
中⼼としたこれまでの進捗状況を概説し、今後の展望について紹
介したい。


